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研究成果の概要（和文）：障害者の生涯学習支援が地域で求められている。特に，重複障害のある子どもたち
は，中枢神経に起因する日常生活上の介助の必要性より，地域住民やボランティアを介した学習支援が促進しに
くい状況がある。本研究では、身体の水分量の調節に関与する感受機構から水分維持のための行動を引き起こす
までの経路の一部を解明することで、重複障害がある人が生活していくための支援の基礎的知見を得たことや，
英国ではローマ時代をモチーフとした活動ややシェイクスピア劇文学など，発達年齢のみならず，歴史などの学
術的な視点も盛り込まれた感覚を生かした活動が行われていることを示唆した。

研究成果の概要（英文）：Lifelong learning support for persons with disabilities is required in the 
community. In particular, children with multiple disabilities are in a situation where it is 
difficult to promote learning support through local residents and volunteers due to the need for 
assistance in daily life caused by the central nervous system. In this study, we elucidate a part of
 the pathway from the sensory mechanism involved in the regulation of body water content to the 
triggering behavior for water maintenance, thereby supporting people with multiple disabilities to 
live. In the UK, activities that take advantage of not only developmental age but also academic 
perspectives such as history, such as activities with Roman motifs and Shakespeare drama literature,
 are carried out. 

研究分野： 神経科学
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研究成果の学術的意義や社会的意義
重複障害がある人が生活していくための支援の基礎的知見を得たことや，英国の檄文学を背景とする学術的な視
点も盛り込まれた感覚を生かした活動についての情報を得たことであり、日本国内での重複障害のある人の学習
支援上の環境設定や内容の幅が広がると予測される。併せて、本研究では各地方で先進的な実践的な研究を行っ
ている方々とも協働することで、今後の実践者育成についても協議することができた。併せて、研究の俎上で、
施設や事業所における環境設定について共に検討し、新たな環境設定を構築した施設や事業所も存在したこと
が、本研究の意義といえる。

※科研費による研究は、研究者の自覚と責任において実施するものです。そのため、研究の実施や研究成果の公表等に
ついては、国の要請等に基づくものではなく、その研究成果に関する見解や責任は、研究者個人に帰属します。



１．研究開始当初の背景 

障害者の生涯学習支援が地域で求められている。特に，重複障害のある子どもたちは，中

枢神経に起因する日常生活上の介助の必要性より，地域住民やボランティアを介した学習

支援が促進しにくい状況がある。一方，特別な教育的ニーズに応じた教育が先行している英

国では，学び方の違いに着目し，感覚面も活用した多様な学習活動が地域の各福祉・教育施

設で整備されている。 

２．研究の目的 

本研究では，英国における感覚面も活用した先進的で多様な学習活動の調査事例を踏ま

え，重複障害のある子どもたちにおける生涯学習支援に向けた感覚を生かした活動の実証

的研究を生理学の知見に基づき実施することを目的とした。 

３．研究の方法 

（１）文献調査 

「日本国内の重複障害のある子どもを対象とする感覚を生かした活動内容」等について，文

献調査を行う。 

（２）国内事業所・施設調査 

重複障害を対象とした地域の施設などに赴き，余暇活動の現状について、把握する。 

（３）英国調査 

英国の重複障害における感覚を生かした活動について、地域の各福祉・教育施設の調査を行

う。 

（４）報告書の執筆及び研究発表 

日本国内及び英国の感覚を生かした活動について、調査研究内容を報告書にまとめる。一般

公開のシンポジウムを開催し、広く公開する。調査研究内容については、大学の講義、研修

会等で活用する。各種学会でも発表し論文を投稿する。 

 

文献：文部科学省 web サイト 障害者の生涯学習の推進について 

https://www.mext.go.jp/a_menu/ikusei/gakusyushien/index.htm 

 

４．研究成果 

（１） 文献調査 

文部科学省の「障害者の生涯学習支援活動」において、近年，トランポリン、ボッチャなど

のパラスポーツなど多くの事例が紹介されるようになっている。また，アートや音楽などの

芸術活動や調理（創作）の活動としてのカフェやベーカリーなどでも重複障害のある方が活

動で活躍しており，いずれも感覚を生かした活動も含めて学習支援が推進されている。 

（２）国内事業所・施設調査 

重複障害を対象とした地域の施設などに赴き，余暇活動（特に感覚面に配慮した内容）の現

状について、実際の施設等の内容を確認した。所属研究機関の臨床研究倫理審査委員会で承



認を得て、国内事業所においては、感覚を生かした活動を行い、実際に、特に、強度行動障

害がある人の脳機能活動の測定を行った。活動時の条件に関連して，重複障害がある人にと

って、外界からの様々な情報の感受機構の機能低下は身体の活動や適切な行動を制限する

のみならず、身体自体の恒常性にも異常をきたす事になる。身体の水分量を調節に関与する

感受機構から水分維持のための行動を引き起こすまでの経路の一部を解明することで、重

複障害がある人が生活していくための支援の基礎的知見を得ることにした。体液量の動態

を感受し、口渇を生じさせるためには、液性（ホルモンや血漿浸透圧など）および神経性情

報が脳内において適切に処理され適度の飲水を行うことが必要である。脳室周囲器官の１

つである脳弓下器官(SFO)における血液中のアンギオテンシン II (ANG II) の受容による

SFO ニューロンの活動は、血圧、睡眠、体温、性行動に関与している正中視索前核(MnPO)

に投射するグルタミン酸(Glu)作動性神経により運ばれ  N-メチル-D-アスパラギン酸

(NMDA)型 および非 NMDA（カイニン酸およびキスカル酸)型受容体機構を介して口渇反

応が起こることを解明した。 

（２） 英国調査 

ロンドンの重複障害のある子どもが在籍するコミュニティスクール，プライマリースクー

ル，ナーサリースクール，チルドレンズセンターで重複障害のある子どもを対象とする

'Sensory Program' の方法，内容について把握し，評価方法についても現地で説明を受け

た。重複障害のある子どもを対象とする'Sensory Program' では，ローマ時代をモチーフ

とした活動ややシェイクスピア劇文学など，発達年齢のみならず，歴史などの学術的な視点

も盛り込まれた感覚を生かした活動になっていることが印象的であった。評価方法につい

てもオンラインを用いて個々の子どもの評価が複数の教員やソーシャルワーカーも入った

形で細かくなされていた。これらの活動で用いられている教材等について，複数の学会で発

表した。 

（３）執筆及び研究発表 

新型コロナウイルス感染症対策の関係で，一般公開のシンポジウムをオンラインで開催し

した。主として，国内の各地域で先進的な実践的研究を行っている話題提供者に登壇いただ

き，報告いただいた。併せて，学会においても自主シンポジウムを開催し，話題提供 

これらの話題提供内容も含めた形で，研究成果として本研究の報告書を 2022 年 3 月に発行

した。 
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